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論文

画像のもつ特徴と与える印象の関係の一考察

安田禎仁*・増田 稔料

A consideration on a relation between characteristics of figures and their impressions 

Y oshihi to Y.¥SじDいand Minoru M 人SUDλ本市

H(々 のモノクロ I111I像33枚をJiJい， 20ftのりJ女を i:.たる被験計にして， 1IIIi1象の特徴とその llliii象が与える印象の関係~IUtJ 

べる実験を 11 った.そのがi 見~，モノクロ lllii 像の特徴として次の 6 つの iJJ f-に大切jできることがわかった.すなわち1.

II:.~却やM物のように見えるか，また， Ilj)!l，¥に見えるかに関わるIJH.，1会(1.)ちJ止、く感じるかとうかに関わるい1r， :3ャ

わらかさに山わる附 f-， 主IMI'IみにI)¥Jわるl刈二f-， .~.:f!JJ物のように，とりわけ忠良のように見えるかに関わる Iλi 子， J余 ['1

の多'lj:に|刻わる|人Ir， の6つである.また， 11二き物.11にMiや動十I{(物に見えるかどうかはIlhifli!.，i2.，:故において主要な1J;lf

であることが;p変された.

キーワード:lllii像のね徴， llliii象の印象， llliif象の1);1r， jJ;1 f-分析

Questionnaires using thirty thrcc monochromatic figures were distriblltcd to swdents as subjects and asked 

impressions givcn from thcm. The result indicated that thc charactcristics can be classified in six factors. That is lo 

say: (1) lhc factor making biological. botanical. or old-fashioned impression. (2) the factor rc1atcd lo unple日sant

lInprc日sion.(3) thc factor of "soft" impression. (il) thc faclor of "amusing" imprcssion. (5) the faclor related to "animal川

and especially "face-like" impression. (6) the factor of quantity of unfilled spac巴。 I¥ndthe reslllt also indicatcd that 

characteristics ()f figures of "creature-like." especiallyηface-like" or行plant-lik巴" have very importanl effect on visual 

pcrceplIOI1. 

Key words: characlcriぉlicsof figures. imprcssions of figurcs. factors of figures. f日clornnalysis 

1. 緒 Eコ

人 111]の認織の 111で，視党は以も iû.1Qーな N~践を占めるこ

とが知られている.そして.我々がそのゴ1.物を視覚によ

り認識する場合にもつ印象と，そのl，F物のもつ属tt:や特

徴との!日jには.Mらかの相間関係が存在するものと考え

られる.例えば，森林や海のような I~I 然の景色を写した

1M像と，都市のような人t:の示色を与した凶像とでは，

我々は自然のir民像の方に「安らいだ」印象を持つことが

多いであろう.このように，認識の対象がもつある種の

特徴とある種の印象の間には相関関係が存在することが

予想される.

では，間像のどのような特徴がどのような印象を与え

るのであろうか.先の例では，両像の特徴を「自然」の

扶色と分類分けしたが.この分類分けは画像の特徴と印

象との関係を説明するのにート分なものとは言えない.

「自然Jの中には，先に挙げた森林やiiij:の扶色以外にも，

例えば，昆!Uや!偲虫類等，様々な対象が存在する.それ
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らは気持ち揺さや滑稽さといった I安らいだ」印象と

は逆の，ないしは無関係の印象を与えるであろう.

niIif象とその樹jf象カf与える印象のiiJfヲEはIJi・く治、らなさ h

ているであろうと考えられるが，凶if象と種々の印象との

関係を凶子分析的に解析した研究三日は未だ数少なく，

1-分ではないと忠われる.例えば，森林や植物，動物や

i~f! "'!i'， [当然物のnlfj像の特徴とそれが与える印象との関係

の研究はどうであろうか.このような研究は，非常に ~íf

多な印象と事if多な同uf象とをイ古してよ及い，それらの相関

を研究しなければならず，とりわけ悶難である.他方，

附像のもついくつかの特徴，例えば，コントラスト，方

向性，色彩などについては，既往の研究において物

理泣として捉えられ，その画像が与える「派手なJ["感

じのよいJi落ち恭いた」印象との関係が解明されてい

る.

二本研究は，さらに多くの積~iの印象について，闘像の

特徴とその filjj像が人に与える印象との関係を ìU~べること

を試み u座jf象と印象の関係においてどのような分類分け
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が可能であるかを調べた.特に， i f~1 r!.~ な J !純物的なJ
といった分類分けがどのようななl米を持つのかについて

も考えた.

2.実験方法

2. 1 モノクロ試料の作成

本研究ではi凶像と印象の関係の分類分けを試みるが，

扱う情報註を絞るため，長色のようにあまりに多くの↑12i

報を含む画像は避け，また，色による影響を排するため

に，杉本 L1 J と松lWが作成したモノクロデジタル画像

から試料画像を選出することとした.両者は，明暗コン

トラストなど画像のもつ物埋的特徴量と，その見た目の

「派手さJI感じのよさ」の関係を数式化するために作成

されたもので，木目，テキスタイル，皮革など身近な材

料に現れるパターンやコンピュータ・グラフィックスで

表現された幾何学パターン，あるいはflfl象絵磁などの濃

淡町像 (256階調)，さらに，文様や家紋など古今東西の

図案 (2値IDiii象)まで，様々なパターンを含んでいる.

倒々の闘像は，関{象中の事物とそれらの関係性をとらえ

にくいものばかりで，例えば「野にI咲く草花JI道を走

る自動車Jのように画像のな味を具体的に把握すること

は難しい.ここから予備調査を経て33枚を選IH. 350 x 

350甑素の試料I画像に調整した.これらの試料には，動

物ないしは動物のー部のように見えるもの，純物ないし

は植物の一部のように見えるもの，顔のように見えるも

の，幾何学的に構成され生物的には見えないもの等，

様々な画像が含まれている.

2. 2 アンケート調査

被験者(19歳から 60歳の男性33名，女性15~1) に，モ

ノクロデジタル画像をディスプレイで提示した.実験者

が立ち合って枕験者の眼前のディスプレイ上に試料を提

示しアンケートを行なう調査票形式と，ホームページを

利用してアンケートを行なう形式の 2通りで調査を行な

った.調査票形式では14名，ホームページ形式では34名

の被験者に対しアンケートが行えた.

ディスプレイが被験者の環境によって異なるため，試

字!の大きさや明るさ等は統ーされていないが，試ギ|の大

きさは17インチディスプレイ Lで'14.4cm校度であった.

また，調査票形式での被験者とディスプレイの距離は60

cm程度で、あった.

アンケート調査は， Table 1に挙げ.たように， A'{作9

項目とBt.'f:9項目について行なった. Ai作は凶{象から受

ける印象についての問し、であり， Bi洋は画像の特徴につ

いての問いである. A'ltf:の聞いでは，各項目に関して，
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言葉対のん:官!lJの立葉に訟も近いと評価する:J:J;j{='iは lを，

逆に行業対のお側の I:=I葉に11えも近いと;lHdfiする場合は 7

を選択してもらい，そのrt:rIHJと語、f'ftffiする場合にはそれぞ

れ2から 6を任忠;に選択してもらった.このように， A

群の!日Jv、では 1から?の 7段階評価をしてもらったのに

対して， Blrrの!日jし、では， Iはし、J!し、いえJIどちらで

もなしづの3.s支|併で評価してもらった.

Table 1 AnfとBii干のf[lHjJfiLI 

The contents of qllestions in grollj) A and B 
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[かたしつ仲[やわらかしリ I I 辺、い主寸かワ

[来しし立件[つまらなし勺 I I 4. {ロJかの磁のように見えると思います

[かろやかな l特[どっしりとしたJ I I か。

[メカニジクな]特[人間的なJ I I 5 何かの椛物のように見えると思いま

[地"~な]仲[派手な J II 寸ーかっ

6 幾何学的なパターンがあるように思

し、ま寸ーカ冶 9

7 日常生活において。ありふれた図柄

であると思いますか。

8 直線的か曲線itJかで己えば.itL線的

な要素で情成されていると患いま寸

かっ

9. {iiJかの励物のように比えると巴、いま

寸志、つ

2. 3 結果の集計及び解析

AI洋の向いに関しては，被験者が選択した lから 7の

番号をそのまま点数として集計し， B詳の向いに関して

は， IはいJを2点， Iいいえ」を O点，どちらでもない

を1点として集計した.そして，各試料の獲得した点数

を被験者数で除して平均点を求め，これをその蘭像の得

点として，後述の柱l関分析や因子分析等に用いた.

3.アンケート結果及び解析結果と考察

両側 t検定により検定を行なった結果，アンケートの

集計結果に調査票形式とホームページ形式とで、有意な差

はなく，また，男女間においても有意な差は認められな

かった. I古風なJI人間的なJI生物的な要素で構成さ

れているJI何かの顔のように見えるJI何かの植物のよ

うに見えるJI何かの動物のように見える」の項目に閲

するアンケートにおいて，高い得点を獲得したJmにl麗{象

を並べたものがFigs.1~ 6である.なおFigs.l~ 6で

は，各イメージの順位の下に試料番号を示した.また，

各試や|の得点をTable2に示す. I古風なJI人間的な」

「生物的な要素で構成されているJI何かの植物のように

見えるJのアンケート結果には立し、に似た傾向が見られ
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Table 2 各サンプルのアンケートキ古来の、|ιよりよ，'，( ，'¥ vcrage of the questionnaire result of the samples 

A群質問項目(筒縫7段階評 価 i 下段の印象が強いほど数値が大きい) B群質問項目(単犠3段階評価)

気持ち 現 代 的
落ち着

かろや メカニ試 単純な きのな かTこい 楽しい 地味な 日常生
料 の良い な かな ツヴな

番
し、 生物的 余白の 波のよ 践のよ 植物の 幾何学 活であ 直線的 動物の

号
気持ち

落ち着
やわら つまら

どっし
人間的

な 多い うな うな ような 的な りふれ な ような

複雑な 古風な きのあ りとし 派手な た
の悪い

る
かい ない

た
な

1 1 6. 15 4.02 4.71 3.04 4. 71 3.21 3.44 5. 15 5.67 1. 19 0.06 0.81 0.31 1.52 0.83 0.48 0.08 0.54 
21 3.40 3.33 4.38 3.60 4.88 3.67 3.40 4.71 4.06 0.94 0.23 1. 73 0.19 1 31 1. 04 1. 08 0.06 O. 19 
31 4.88 4.96 3.50 2.90 4.75 3.52 3.44 4.92 4.54 0.94 0.65 o 90 1. 48 0.77 0.52 0.40 O. 25 0.88 
41 3.31 3.75 3.52 4.15 2.48 4.27 4.73 3.08 3.38 0.35 O. 15 o 13 0.58 0.46 1.75 0.77 1. 69 0.46 
51 4.06 3. 19 3.92 3.69 5.40 3.58 2.90 4.60 4.06 0.85 0.35 1. 88 0， 17 0.54 1.04 1 21 O. 17 0.54 
61 4.23 3.83 2.46 3.31 3. 75 3.69 3.71 2.88 4.00 0.10 0.21 0.83 0.94 0.29 1. 79 0.58 O. 17 0.29 
71 3.21 3.63 4.33 4. 17 4.58 4.46 4.29 4.60 2.71 1. 02 O. 17 1. 69 0.06 0.63 0.77 0.98 0.06 O. 17 
81 3.65 3.79 4.23 4.33 3.65 4.46 3.92 3.73 2.52 1 04 0.21 0.35 0.06 0.63 1. 63 1.23 1 73 0.08 
91 3.25 5.58 4.06 2.85 5.25 3.94 3.54 4.81 3.81 1 79 1. 25 0.52 0.92 1. 46 0.58 0.35 o 17 1.35 
101 5.06 5.38 4.27 4.00 3.58 4.58 4.63 4.38 3.21 1.60 0.08 0.31 0.38 1 29 0.88 0.44 O. 13 0.54 
11 1 5.38 3.23 5.08 3.92 4.79 3. 15 3.94 5.21 4.81 1 42 0.06 1.40 0.58 1 83 O. 75 1. 10 O. 17 0.38 
121 3.58 3.44 3.54 3.83 2.40 3.58 4.23 2.42 4.08 0.27 0.77 0.31 0.29 0.60 1. 54 0.60 0.73 0.25 
13 ¥ 4.98 4.06 2.63 2.23 5.17 4.06 2.48 3.67 3.83 0.81 0.81 1. 98 0.10 0.65 0.90 0.94 0.21 0.25 
141 6. 13 4.58 2.25 2.50 3.94 3.21 3.31 3.46 5.08 0.69 0.02 0.10 0.48 0.42 0.63 0.21 0.23 0.27 
151 4.60 2.96 1 96 3.35 2.58 3.02 2.81 2.25 4.35 0.06 0.04 0.25 0.04 0.08 1. 69 0.81 177 0.06 
161 3.23 3.44 2. 79 3. 17 3.65 3.52 3.21 2.52 4.65 0.06 0.35 0.58 0.08 0.08 1. 83 1.23 1. 04 0.06 
17 1 4.48 4.81 4.29 3.08 4.81 3.33 4.10 5.02 4.88 1.88 O. 13 0.33 0.79 1. 81 1. 15 0.90 0.13 0.58 
181 4.85 4.67 3.25 3. 19 5. 75 3.88 3.08 4.56 3.79 1 33 O. 19 1. 44 0.63 0.54 0.31 0.46 o 00 0.46 
191 5. 19 4.35 3. 17 2.25 4.44 3.25 2. 71 3.94 4.83 1. 15 0.60 O. 19 0.56 1. 06 0.73 0.48 0.02 0.31 
201 3.85 4.77 3.96 3.54 4.58 4.08 4.00 4.65 4.23 1 48 1. 04 0.90 0.29 1. 67 0.58 0.60 0.08 O. 17 
21 1 6.21 5.75 3.60 2.33 4.71 4.31 3.90 4.52 4.04 1.77 0.21 1.08 1. 15 1. 38 0.52 0.46 O. 13 0.67 
221 2.10 3.92 4.42 3.88 4.42 3.23 3.73 4.48 4. 13 0.81 0.52 0.31 0.56 1. 19 1. 17 1. 06 0.29 0.50 
231 2. 69 3.58 4.08 3.56 5. 19 3. 73 3.42 4.60 3.56 0.54 0.54 1. 08 1 21 0.52 1. 15 0.85 0.02 0.33 
241 3.81 3.96 3. 73 3. 19 4.31 3.83 2.73 4.31 3.31 0.69 0.83 0.46 0.08 0.25 0.67 0.85 0，21 O. 19 
251 3.25 4.33 4. 13 3.90 4.60 4.35 3.81 4.17 3.23 0.69 O. 17 0.83 0.02 0.79 1. 06 0.54 0.81 0.06 
261 3. 13 2. 15 4.94 5.38 4.06 3.71 4.31 4.79 3.13 1. 54 0.33 1. 46 O. 17 1. 52 1. 50 1. 73 0.48 0.06 
271 4.40 4.31 3.52 2.79 4.77 3.65 3.67 4.90 4.67 1.23 0.44 0.54 0.81 1. 21 O. 13 0.06 0.00 0.54 
281 3.35 3.42 3.92 2.88 4.44 2.40 3.00 5.08 4.75 1. 27 0.52 0.15 1. 92 0.44 0.71 0.56 0.77 1.35 
2913.96 4.29 4.44 3.25 5.08 3. 19 4.04 5.63 3.81 1. 19 0.38 O. 19 1. 85 0.42 0.42 0.38 0.06 1. 13 
301 3. 83 4.56 3.67 4.23 3.75 4.35 4.10 4.58 2.73 1. 27 0.54 0.94 0.27 0.77 1. 17 0.50 0，08 1. 08 
31 1 3.50 2.75 4.90 4.42 5.46 3 52 3.04 5. 17 3.25 1. 81 0.23 0.65 0.06 1.94 0.88 1. 15 0.29 0.10 

321 3.58 3.75 4.04 4.33 3.71 4. 15 4.65 4. 15 3.44 0.96 0.63 0.65 0.29 1. 06 1. 29 0.29 0.06 0.19 

331 3.67 4.04 3.88 3.31 5.52 3.88 3.54 4.58 4.94 1. 71 0.40 0.56 0.35 0.38 1 02 1. 54 0.15 1. 50 

1、乱ble3 AIfY:とBI行の各社，[!!I:¥jの+111>¥1係数 Table 4 1刈f数 6でのIklf分析の結決

Correlation coefficients between questions of groups ;¥ ancl B Rcsult of the factor analysis in case of 6 factors 

A群盟問項目(両極7段階評価)

以純な
気持ちの

現代的主
落ち着き

かたい 車しい
かろやカ、メカーツ 地味な

良い のない な クな

因子負荷量
共通性

i!1子1 国子2 因子3 因子4 因子5 図子6
植物田ょう Lみえる 0.94 o 10 -0 06 o 06 o 21 0.03 o 94 

複雑な '11¥持ちの 古車な
落ち着き やわらか つまらな どっしり

人間的な 派手な
悪い のある し、 し、 とした

古風tJ 0.79 -0.40 0.13 0.21 0.18 0.04 0.87 
生物的立 。74 0.17 -0.31 -0.08 0.24 0.00 0.74 

生物的な 0.19 0.36 0.59 o 01 o 58 o 11 o 17 o 77 0.01 人間的な 0.60 0.03 0.52 -0.01 0.48 0.03 0.98 

B 余白IJ)多い 一0.33 0.23 0.03 0.20 0.14 0.07 -0.16 o 07 0.08 

群賀問 直のよう立 0.03 ー0.21 0.17 0.13 0.47 0.27 0.15 0.24 ー0.20

官翻のような 0.09 0.34 0.02 -0 40 0.13 0.41 0.03 0.38 0.29 

気持ちの悪い o 11 0.85 -0.05 0.19 0.27 0.15 0.87 
日常生活でありふれた 0.04 0.72 O. 15 -0.04 0.26 0.07 0.61 
複雑な 0.06 o 69 -0. 14 0.32 0.15 0.49 0.86 
落ち着吉のある 0.29 0.67 0.20 0.54 -0.16 0.14 0.92 
やわらかい 0.30 0.02 0.87 0.14 0.24 0.10 0.94 

主極民 植にみ鞠のえよる う 0.15 0.14 0.65 0.18 0.31 0.03 0.28 0.57 0.09 

品鐙何学的な 0.39 0.51 0.18 0.48 一0.66 0.10 0.22 0.68 -0.23 

;耳のような 0.06 一日 17 ←0.64 0.17 0.31 0.07 0.58 
直線的な 0.39 0.29 0.54 0.05 0.15 0.12 0.57 
授何学的な 0.33 0.49 0.52 0.15 0.33 0.09 0.16 

階Iあ日常り生活で 一0.41 -0.64 0.31 0.48 0.09 0.01 0.08 0.03 0.17 
話" 人れた

つまらない 0.01 0.22 0.10 0.92 0.29 0.06 0.99 
派手な 0.04 0.26 0.00 0.78 0.11 0.11 0.711 

)直観的な -0.22 0.34 ー0.26 0.25 ー0.66 0.00 0.05 -0.61 0.19 どっしりとした o 39 0.00 0.47 0.59 0.13 0.18 0.76 

動相のよう 0.02 0.43 o 12 一0.30 0.33 0.18 0.02 0.45 0.25 
にみえる

践のような 0.04 0.22 0.02 0.22 0.77 0.03 0.70 
動物のようにみえる 0.12 0.19 叩 0.10 0.08 0.11 吋 0.15 0.59 
全自白書い 0.01 0.11 0.09 0.03 0.11 0.79 0.66 
負街置の2東和 3.14 2.92 2.48 2.42 2.05 1. 02 
寄与串 17.47 16.25 13.80 13.44 11. 41 5.68 
累積寄与車 11.41 33.72 41.55 60.99 72.38 18.06 
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Table 5 1人IJこ数 5でのI刈f分析の結決 Table (i 1人I!-数 7での|材 r分析の結烈

l¥csllll of lhe faclor analysis in case of;) faclors Resllll of lhe factor analysis in casc ()f 7 factors 

因子負荷量
共通性

因子l 因子2 因子3 因子4 因子5

因子負荷量
共通性

回子1 因子2I ~子3 因子4 包子5 包子6 包子7

人間的な ー0.95 一0.04 0.02 O. 15 0.16 0.95 縞物のよう 1=みえる 0.91 o 11 o 11 0.05 o 19 0.02 0.01 0.89 

生物的な -0.84 O. 15 0.14 0.08 0.02 0.75 生物的な 0.78 O. 18 0.30 0.07 0.30 0.00 0.29 0.90 

やわらかい 子。 76 -0.02 白 0.41 -0.22 0.37 0.93 古風な 0.78 0.38 0.19 0.21 O. 15 0.04 0.12 0.87 

古風な -0.08 -0.42 0.38 0.09 0.08 0.89 人間的な 0.66 -0.02 -0.57 0.00 0.34 0.02 0.14 0.97 

植物のようにみえる 一日 70 0.01 O. 18 -0.04 0.33 0.64 気持ちの懇い 。11 0.83 0.03 0.19 0.31 0.15 0.15 0.89 

直線的な 0.64 -0.28 O. 18 O. 12 0.18 0.57 

幾何学的な 0.64 刊 0.48 0.28 -0.06 0.21 0.77 

気持ちの患い 0.20 0.87 O. 14 O. 14 0.20 0.87 

日常生活でありふれた 0.03 -0.72 0.01 -0.30 0.06 0.61 

複雑な O. 13 0.65 -0.35 令 0.09 0.53 0.84 

複雑な 0.04 0.68 0.12 0.32 o 12 0.49 O. 11 0.85 

日常生活であり，;、れた 0.07 -0.78 O. 11 0.03 0.20 0.10 0.43 87.00 

落ち着きのある 0.30 0.65 0.20 -0.55 0.18 0.14 0.17 0.93 

やわらかい 0.27 0.03 ーo85 0.16 0.24 十 O.10 0.14 0.92 

波のような 0.03 日 0.16 0.67 -0. 18 0.31 0.08 0.06 0.62 

蕊線的な -0.35 -0.31 0.60 0.06 O. 11 0.14 -0.13 0.62 
どっしりとした O. 10 0.02 0.81 0.21 0.20 0.75 幾何学的な 0.30 -0.51 0.56 0.16 -0.29 O. 11 ー0.13 0.80 
つまらない 0.02 0.29 0.73 -0.57 0.21 1. 00 つまらない 0.01 0.21 句。 07 -0.92 -0.23 -0.05 -0.22 0.99 
落ち着きのある -0.06 向。 64 0.68 0.14 0.15 0.92 派手な 0.04 0.26 0.02 0.80 0.12 0.12 -0.07 0.74 
派手な 0.08 0.20 可 0.66 0.34 0.30 0.69 どっしりとした 0.40 0.00 0.42 0.60 O. 12 0.19 0.22 0.79 

磁のような 明日 21 0.24 -0. 19 0.65 旬。 27 0.63 動物のようにみえる 。12 0.16 0.07 0.09 0.82 0.15 0.17 0.771 

波のような -0.31 -0.16 0.11 -0.63 -0. 10 0.54 飯のような 0.01 0.21 0.03 0.23 0.74 -0.04 0.27 0.73 

動物のようにみえる -0.32 0.22 -0.09 0.53 -0.38 0.58 余自の多い 0.00 0.10 0.09 -0.03 0.10 0.73 0.01 0.64 

余白の多い -0.06 O. 11 -0.01 0.05 -0.48 0.25 負荷量の2乗和 3.04 2.96 2.58 2.46 2.09 1. 03 

負荷量の2乗和 4.38 2.87 2 77 1. 83 1. 33 寄与率 16.91 16.43 14.33 13.69 11. 60 5.71 

寄与率 24.35 15.97 15.40 10. 18 7.36 累積寄与車 16.911 33.351 47.671 61.361 72.961 78.67 

累讃寄与率 24.35 40.33 55.73 65.90 73.27 

る.また， I気持ちの悪いJI日常生活でありふれていな 新たなグループは現れないことから，ここでは主国子数

ぃJI複雑なJI落ち着ーきのない」のアンケート結果の相 は6と考えるのが妥当であると考えられる.

互に，さらにまた， IかたいJI波のように見えない」

「直娘的なH幾何学的な」のアンケート結果に関しでも，

相互に似た傾向が現れている.

Aft下， m洋の各項目の相関係数をTable3に.[t1子数 6

における因子分布?の結果をTable4に，因子数 5での[7;1

子分析の結果をTable5に，悶子数 7での悶子分析の結

果をTable6に示す.因子数 6での因子分析の結果. Itllj 

像の特徴として次の 6つの因子に大別できることがわか

った.すなわち，

①生物や植物のように，また，古風に見えるかに閑

わる因子.

②気持ち悪く感じるかどうかに関わる因子.

③やわらかさに関わる因子.

④面白みに関わる因子.

⑤動物のように，とりわけ顔のように見えるかに関

わる因子.

⑥余白の多寡に関わる因子.

以上の 6つである.

また，これら 6つの因子は完全には独立でなく，第 3

困子に含まれる項目. IやわらかいJI直線的なJI幾何

学的な」と，第 4因子に含まれる項目「どっしりとしたJ
は第一因子と相関をもっ.

このことは，因子数 5での困子分析では. Iやわらか

いJI直続的なJI幾何学的なJが第 3悶子ではなく，第

1因子に含まれることからも理解できる.

また，因子数 7で因子分析を行うと「日常生活であり

ふれた」が第 7因子において最も高いI母子得点を得るが，

4.結日

fI1H f象が，l[三物(10.fj![物的な特徴をもつことは，古風liJ:

印象や，やわらかな印象.また.人[llj的な印象につなが

ることが明らかになった.こ~1-らの特徴は. !lfiîf象の全H~

的な印象をit!:める上で、も重要な役割をもっていると考え

られる. 一方，気持ち思い印象は，生物F10.植物的な特

徴よりも，複線さや，日常生活でありふれているかいな

いかといった特徴と関係があることが示された.

このように，画像の生物的，植物的な特徴は，画像の

印象を決定する上で重要な役割をもつが，それらの特徴

のみで全てを説明するには至らず，複雑であるかどうか

や，直線で構成されているかどうかといった，より物理

的な画像の特徴も，人間に与える印象に重要な影響を与

えるといえる.

「植物のように見える」画像が「古風な」印象を与え

る理由としては，植物柄は古くから使われているためと

考えられる.このように，画像と印象との関係には，経

験や学習により構築された習得的なものと，他方，進化

の過程で獲得した視覚のメカニズムに依存する万人に共

通な関係，すなわち生得的な関係が存在すると考えられ

る.人は見た目の印象で行動していることが多く，印象

と画像の特依との関係を究明することは非常に重要な課

題である.本研究では雨像の特徴を 6つの凶子に分類分

けしたが，各閣子が人の視覚情報処理系とどのように関

連づけられるのか，あるいは，後天的要因と関係が深い
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ものはどれなのかせ;については未検討であり，さらなる

fiJf究が必要で、あると考える.
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アンケート卒者来 li!， [!且[な」イメージの版 Result of questionnaire -in order of "antique" image 

右上数字:試料番号，右下数字・IiIM¥i: Upper right figure : number of specimen， lower right figure : rank 

Fig 1 
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アンケート結果一「人間的な」イメージの版iResult of questionnaire -in order of "human like" 
右ヒ斜体数字:資料番号，右下数字順{立 Upperright figure : number of specimen， lower right figure : rank 

Fig 2 
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Fig3 アンケート結采 「生物的な妥素で併成されているJ!IIi( Eesult of questionnaire ' in order of "composed by biological elements" 

お上斜体数字:資料番号，右下数字:IIIH佼 Upper right figure : number of specimen. lower right figure : rank 
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アンケート結果 「告すかのぼ!のように見える」順 R巴sultof questionnaire -in order of '"looks like a certain face" 
お上主'f体数字 :ñ苧|喬 7~-，布下数字:lIIiiftI: Upper right figure : number of specimen. lower right figure : rank 

Fig4 



30 FOR. RES.. KYOTO 76 2005 

企21

6 18 

望9

唱3

唱3

fii)._唱8

唱2

2唱

。

強
a羽
温

'
s
l
、2
・3
f
j

舗

圃
膚
丘
三
一
三
一
周
忌
之
一
宮
町
皿
師
二
留
一

国
師
国
植
民
輯
岨
蝿
主
主

w
g
B唱

a
Z圃

一

m
z
m
S曲

E
m
m咽
掴

ts
ま
Z
W
Z
E

一

嘉
三
g
s
m
s
m
m之
町
且
圃
冨
官
軍
噛
輝
台

同

S
m
E
m
商
事
二
画
会
脚
立
植
田
献
酬
と
甜

祖
師
申
立
主
阻
ま
圃
之
揖

E
S
m
E
Z
芝
郵

帆
畑
町
踊

z
g
E
t圃
四
圏
一
益
田
叫
園
長
蝿

コz
s
w
S
E哨
WFm酬
m
E支
幅
一
言
四

時
師
三
臨
念
醐
崎
町
四
面
一
九
一
陣
醐
百
四
幅
一
色
揮9

 
23 

124 

..・.
-ー・. .守，，-...ー・・.・..・ .ー・. 一ー-・ . ・. ー・.・ 一ー . 

24 16 唱5

33 

Fig5 アンケート結果一「何かの椴物のように見えるJ111ft Result of questionnaire . in order of "looks like a certain plant" 
右ヒ斜体数字:資料番号， tiT数字・ )lll(i立 Upper right figure : number of specimen. lower right figure : rank 
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